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令和４年度　予算の概要

第１回
定例会

令和４年度当初予算令和４年度当初予算
一般会計・水道事業会計
否決　下水道事業会計

当初予算総額１８５億９，６０９万５千円で議会に上程

一般会計予算・水道事業会計予算・
下水道事業会計予算を　否決

賛成　６
反対　７

一般会計予算・水道事業・下水道事業会計予算に関する質疑
　水道料金漏水認定減免基準の一部を改正する規程の中の漏水認定基準の改正内容が、社会
福祉施設に限定したものであることから、認定基準の改正及び関連した予算について質疑が
ありました。

　　　　漏水減免基準を改正した理由と過程は。
　　　　社会福祉施設の管理者から町に相談があり、「水道の漏水により10年間で2,500万円

の損害があった。町で少しでも補償してほしい。対応しなければ訴訟も考える」と
の話があった。町は2,500万円のうち１年分の300万円位なら救済すべき、しても
よいだろうとの判断で、２月の例規審査会を経て漏水減免基準を改正した。

　　　　水道のお客様センターでは、漏水の疑いがあるところには毎月の検針時に知らせて
いるし、パイロットメーターを開けてこのように回っていますと説明もしている。
それなのに10年間漏水を放っておいたのは施設側である。町に瑕疵がないのであ
れば戦えばよいのでは。

　　　　町に瑕疵があったかどうかを裁判で争うこと自体が好ましくないと考える。

質　疑

質　疑

答　弁

答　弁

第１回定例会での予算審議
特別会計の予算　可決

会　　計　　名 上程された予算額 可決された予算額
一般会計 100億2,800万円 否決

特
別
会
計
等

国民健康保険特別会計（事業勘定） 22億7,355万4千円 22億7,355万4千円
国民健康保険特別会計（施設勘定） 2億3,605万2千円 2億3,605万2千円
後期高齢者医療特別会計 2億5,899万5千円 2億5,899万5千円
介護保険特別会計（保険事業勘定） 25億362万2千円 25億362万2千円
介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 510万5千円 510万5千円

水道事業会計 12億1,804万円 否決
下水道事業会計 20億7,272万7千円 否決

合　　　　　　計 185億9,609万5千円 52億7,732万8千円
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第２回臨時会

第２回
臨時会
一般会計予算減額の内容	 減額修正総額５，４３１万８千円
《民生費》
・放課後児童クラブ（おひさま学童クラブ）設備整備に関する事業費５，２７２万１千円減額
《土木費》
・水道料金漏水認定減免基準の一部を改正することに伴い漏水還付金を減額したので、下水道事業
会計への補助金１５９万７千円減額

水道事業会計予算減額の内容	 漏水還付金を減額
・水道料金漏水認定減免基準の一部を改正することに伴い
　水道料の漏水還付金２０７万３千円を減額し、水道設備の修繕工事に充てるもの

下水道事業会計予算減額の内容	 減額修正総額１５９万７千円
・水道料金漏水認定減免基準の一部を改正することに伴い
　下水道料金の漏水還付金１５９万７千円減額

令和４年度当初予算修正を行い令和４年度当初予算修正を行い
一般会計・水道事業会計

可決　下水道事業会計

一般会計予算・水道事業・下水道事業会計予算に関する質疑
　　　　おひさま学童クラブ整備事業費、水道料金漏水還付金を取り下げた理由と、今後予算に復

活し計上されることはあるのか。
　　　　取り下げた理由は、第1回定例会最終日の反対討論において、議員からの指摘が多かった

ためで、取り下げた予算は必要な予算と今でも思っているため、復活できるかは今後議会
議員の判断にかかっている。

　　　　おひさま学童クラブ整備事業費を削除したことに関して、学童クラブの父母会と話し合い
したのか。

　　　　父母会との話し合いはしていない。
　　　　道の駅かつら移転整備に関して、基本設計と実施設計を同時にやる予算などあり得ない。

本来、基本設計を行った中で、実施設計の内容が決まるものだが。
　　　　短期間で設計を仕上げるため、基本設計・実施設計の予算を同時に計上した。

質　疑

質　疑

質　疑

答　弁

答　弁

答　弁

第２回臨時会での予算審議
会　計　名 可決された予算額

一般会計 99億7,368万2千円
水道事業会計 12億1,804万円
下水道事業会計 20億7,113万円

合　　　計 132億6,285万2千円

全ての当初予算が可決し、予算総額185億4,018万円となる
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　第１回定例会初日の４月19日、町長から提案された令和４年度城里町予算（６会計）について詳細に
審査するため予算特別委員会が設置されました。
　予算審査は各議員が広く審議を行うことができるよう、常任委員会ごとの分科会方式により所管分の
審査を行いました。各委員会での質疑・答弁等の主なものは次のとおりです。

予算特別委員会での主な 質疑・答弁

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
４
月
20
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
令
和
４
年
度

一
般
会
計
予
算
の
所
管
分
・

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
特
別
会

計
の
予
算
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

（
一
般
会
計
）

問　
入
湯
税
は
昨
年
に
比
べ
て

３
０
０
万
円
減
額
さ
れ
て
計

上
さ
れ
て
い
る
が
理
由
は
。

答　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
、
ホ
ロ
ル
の
湯
の
営

業
休
業
期
間
を
見
込
ん
で
減

額
計
上
し
た
も
の
で
す
。

問　
原
子
力
地
域
振
興
事
業
費

補
助
金
６
３
０
万
円
の
、
使

用
目
的
は
。

答　

避
難
所
の
運
営
費
に
使
用

す
る
も
の
で
、
町
の
避
難
所

で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
城
里
の
光
熱
水
費
に
充

て
て
い
ま
す
。

問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

は
、
昨
年
同
額
の
７
５
０
万

円
で
計
上
し
て
い
る
が
、
前

年
度
の
実
績
は
。

答　

令
和
２
年
度
は
87
件
で

４
０
０
万
円
、
令
和
３
年
度

は
１
８
０
件
で
４
５
０
万
円

の
寄
付
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
途
中
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
寄
付
が
で
き
る
サ
イ
ト

に
加
入
し
、
今
後
も
品
目
を

増
や
し
て
い
く
な
ど
、
寄
付

の
増
額
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

・
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

・
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
一
般
会
計
）

問　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
公
用
車
に
50
台
、
バ
ス

に
３
台
設
置
す
る
予
算
を

１
３
４
万
円
計
上
し
て
い
る

が
、
こ
れ
で
全
て
の
公
用
車

へ
の
設
置
が
終
わ
る
の
か
。

答　

今
回
計
上
し
た
予
算
で
、

消
防
関
係
の
車
を
除
く
、
全

て
の
公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
が
終
わ
り

ま
す
。

問　
新
ご
み
処
理
施
設
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
に
つ
い
て
、
設
計

が
終
わ
っ
て
の
坪
数
と
坪
単

価
は
。

答　

建
物
面
積
は
２
５
０
㎡
か

ら
３
０
０
㎡
で
９
，
０
０
０

　

万
円
の
建
設
費
用
を
予
定

し
、
１
坪
あ
た
り
の
単
価
は

１
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
保
守
管

理
業
務
の
１
４
８
万
８
千
円

は
、
毎
年
か
か
る
経
費
な
の

か
、
ま
た
内
容
は
。

答　

毎
年
か
か
る
経
費
で
、
毎

月
の
点
検
や
電
気
料
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

問　
風
し
ん
予
防
接
種
の
対
象

者
は
。

答　

風
し
ん
の
抗
体
検
査
の
対

象
者
は
１
５
０
名
で
あ
り
、

50
名
分
の
予
防
接
種
費
用
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
５
歳
か

ら
11
歳
の
子
ど
も
に
、
副
反

応
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

大
人
に
比
べ
て
重
篤
な
副

反
応
は
で
て
い
ま
せ
ん
。

問　
敬
老
会
の
式
典
へ
の
参
加

状
況
は
。

答　

令
和
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
の
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
の
６
０
０

席
の
会
場
を
半
分
に
利
用
制

限
を
行
い
開
催
し
、
参
加
者

は
２
０
０
名
程
度
で
し
た
。

総務民生常任委員会の審議状況

歳　

入

歳　

出
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問　
88
歳
以
上
の
方
に
支
給
し

て
い
る
敬
老
祝
い
金
は
、
合

併
前
か
ら
や
っ
て
い
た
と
い

う
理
由
で
続
け
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
事
業
を
考
え
る
時

期
に
き
て
い
る
の
で
は
。
助

成
事
業
は
辞
め
る
勇
気
も
必

要
と
考
え
る
が
。

答　

県
内
の
状
況
も
確
認
し
、

事
業
の
検
討
を
し
て
い
き
ま

す
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

・
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

・
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

問　
介
護
認
定
審
査
会
の
開
催

状
況
と
審
査
会
の
メ
ン
バ
ー

は
。

答　

審
査
会
は
月
３
回
、
年
36

回
開
催
し
て
お
り
、
毎
回
５

名
の
審
査
委
員
に
よ
っ
て
審

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
審
査

委
員
は
非
公
開
と
な
っ
て
い

ま
す
。

教育産業常任委員会の審議状況

（
一
般
会
計
）

問　
町
営
住
宅
使
用
料
の
過
年

度
分
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
に
不
納
欠
損
し
た
も
の
は

あ
る
の
か
。

答　

不
納
欠
損
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
と
し
て
滞
納
分
は
徴

収
す
る
意
向
で
、
外
部
委
託

の
業
務
の
中
で
も
滞
納
徴
収

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

問　
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
支
援
事
業
補
助
金
の
内
容

は
。

答　

エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
に
使

用
す
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

器
・
実
験
器
、
蓄
電
実
験
器

等
の
教
材
を
購
入
す
る
予
定

で
す
。

（
一
般
会
計
）

問　

新
規
就
農
者
支
援
事
業

で
、
栽
培
作
物
、
町
の
関
わ

り
は
。

答　

５
名
の
内
３
名
は
、
元

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員

で
、
２
名
は
転
入
に
よ
り
就

農
し
た
方
で
す
。
な
す
、
ね

ぎ
、
露
地
野
菜
、
な
し
、
ぶ

ど
う
の
栽
培
や
繁
殖
和
牛
を

行
っ
て
い
ま
す
。
就
農
者
と

農
業
独
立
へ
の
思
い
や
、
就

農
意
欲
・
栽
培
計
画
に
つ
い

て
面
接
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

鳥
獣
被
害
対
策
事
業
で
、

昨
年
の
実
施
状
況
と
捕
獲
に

関
し
て
苦
労
し
て
い
る
こ
と

は
。

答　

令
和
３
年
５
月
８
日
か
ら

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
実

施
し
、
捕
獲
頭
数
は
１
９
７

頭
と
令
和
２
年
度
の
６
８
３

頭
に
比
べ
激
減
し
て
い
ま

す
。
罠
の
設
置
場
所
が
同
じ

だ
と
捕
ま
ら
な
い
た
め
、
罠

の
設
置
場
所
に
苦
労
し
て
い

ま
す
。

問　
荒
廃
農
地
の
状
況
は
。

答　

農
地
面
積
２
，
８
５
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
対
し
、
草
刈
り

す
れ
ば
作
付
け
で
き
る
状
態

と
農
地
に
木
が
生
え
て
い
る

状
態
を
合
わ
せ
る
と
２
６
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
全
体
の
9.3

％
が
荒
廃
農
地
で
す
。

問　
通
学
路
対
策
事
業
の
内
容

は
。

答　

車
道
に
通
学
路
で
あ
る
こ

と
の
路
面
標
記
を
し
、
注
意

喚
起
を
す
る
も
の
で
、
今
年

度
か
ら
教
育
委
員
会
と
協
議

を
し
な
が
ら
対
象
場
所
を
決

定
し
て
い
き
ま
す
。

問　
石
塚
小
学
校
さ
く
井
事
業

と
は
。

答　

従
来
よ
り
水
道
水
を
使
用

し
て
稲
作
体
験
を
行
っ
て
い

た
が
、
水
道
料
金
が
高
額
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
井
戸

を
掘
り
水
田
の
水
の
供
給
に

充
て
る
も
の
で
す
。

（
水
道
事
業
会
計
）

問　

青
山
配
水
場
改
修
事
業

の
土
地
購
入
費
８
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
新

た
に
配
水
場
を
建
設
す
る
の

か
。

答　

現
在
の
青
山
配
水
場

は
、
規
模
も
小
さ
く
老
朽
化

し
て
い
る
た
め
、
新
た
に 

２
，
０
０
０
㎡
の
土
地
を
購

入
し
、
６
０
０
ト
ン
の
配

水
場
整
備
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

（
下
水
道
事
業
会
計
）

問　
維
持
管
理
業
務
の
内
容
は
。

答　

か
つ
ら
水
処
理
セ
ン
タ
ー

と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
５

カ
所
及
び
中
継
ポ
ン
プ
等
を

適
切
に
動
か
す
た
め
の
維
持

管
理
、
水
質
検
査
の
委
託
業

務
で
す
。

教
育
産
業
常
任
委
員
会

　

教
育
産
業
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
４
月
21
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
令
和
４
年
度

一
般
会
計
予
算
の
所
管
分
・

水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事

業
会
計
の
予
算
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出
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第
１
回
定
例
会
は
、
４
月
19
日
か
ら
28
日
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
専

決
処
分
２
件
・
条
例
改
正
２
件
・
当
初
予
算
６
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

４
年
度
一
般
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会
計
予
算
、
下
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

否
決
さ
れ
た
３
予
算
を
除
き
、
発
議
１
件
を
含
む
そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
は
37
件
あ
り
ま
し
た
。

第１回
定例会

専
決
処
分

承
　
認

当
初
予
算

否
　
決

第１回定例会で決まったこと

承
認
第
３
号

▽
専
決
処
分
第
３
号（
城
里
町

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
住
宅
用
地
等
に
対
し
て
課

す
る
令
和
３
年
か
ら
５
年
度

ま
で
の
固
定
資
産
税
の
減

額
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
延
長

に
伴
う
規
定
の
整
備
等
を
行

っ
た
も
の
）

承
認
第
４
号

▽
専
決
処
分
第
４
号（
城
里
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課

限
度
額
の
引
き
上
げ
を
行
っ

た
も
の
）

議
案
第
27
号

▽
城
里
町
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
特
別
職
の
職
員
等
の
期
末

手
当
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

６
月
支
給
分
か
ら
引
き
下
げ

る
も
の
）

議
案
第
28
号

▽
城
里
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
農
業
委
員
会
委
員
の
報
酬

額
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
村

と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
会

長
、
会
長
代
理
、
及
び
委
員

の
報
酬
額
を
引
き
上
げ
る
も

の
）

議
案
第
29
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

条
例
改
正

可
　
決

　

社
会
福
祉
施
設
の
漏
水
に

よ
る
水
道
料
金
減
免
を
正
当

化
す
る
た
め
、
規
程
変
更
と

い
う
論
ず
る
に
値
し
な
い
予

算
案
で
あ
る
。

　

ま
た
七
会
町
民
セ
ン
タ
ー

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
管
理

委
託
料
１
０
０
万
円
と
使
用

料
金
が
、
予
算
書
に
載
っ
て

い
な
い
。

　

一
会
計
年
度
に
お
け
る
す

べ
て
の
歳
入
歳
出
は
、
予
算

に
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
総
計
予
算
主
義
の
原

則
で
あ
る
。
相
殺
す
る
こ
と

で
予
算
を
少
な
く
見
せ
、
事

業
を
掌
握
で
き
な
い
よ
う
に

す
る
ま
や
か
し
は
や
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
元
気
ア
ッ
プ
振
興

券
第
５
弾
も
、
過
去
４
回
の

経
済
効
果
に
対
す
る
分
析
・

報
告
を
聞
い
て
い
な
い
。
バ

ラ
マ
キ
を
や
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
真
に
困
っ
て
い
る
人
を
支

援
す
べ
き
だ
。

反
対
討
論

加
藤
木　

直　

議
員

令和４年度当初予算の詳細については
Ｐ２「令和４年度　予算の概要」をご
覧下さい。
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可
　
決

第１回定例会で決まったこと

　

学
童
ク
ラ
ブ
建
て
替
え
は

必
要
と
考
え
る
。な
ぜ
な
ら
、

少
子
化
と
は
言
え
、
仕
事
を

持
ち
、
子
供
を
預
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
家
庭
は
確
実
に

増
え
て
い
る
。
お
ひ
さ
ま
学

童
ク
ラ
ブ
が
他
の
開
放
学
級

と
合
併
す
れ
ば
、
感
染
症
に

よ
り
、数
日
間
閉
鎖
と
な
り
、

多
く
の
家
庭
が
大
変
な
思
い

を
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い

る
。

　

建
築
費
用
約
五
千
万
円
と

だ
け
聞
け
ば
多
額
の
町
税
と

思
う
が
、
補
助
金
が
あ
り
町

の
負
担
は
約
千
万
円
で
あ

る
。

　

園
庭
を
走
り
元
気
に
過
ご

す
子
供
た
ち
の
笑
顔
は
そ
れ

に
は
代
え
難
く
、
無
駄
で
は

な
い
。未
来
あ
る
子
ど
も
達
・

保
護
者
の
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
て
頂
き
た
い
。

賛
成
討
論

高
橋　

裕
子　

議
員

議
案
第
30
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

可
　
決

議
案
第
31
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

議
案
第
32
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
法
人
の
漏
水
返

還
金
を
、
一
般
会
計
予
算
か

ら
支
出
す
る
不
公
平
な
予
算

は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

お
ひ
さ
ま
学
童
ク
ラ
ブ

は
、
一
刻
も
早
く
耐
震
を
満

た
す
安
心
安
全
な
石
塚
開
放

学
級
と
の
統
合
を
行
う
た

め
、
町
が
両
者
の
運
営
の
是

正
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
旧
常
北
幼
稚
園
敷
地
を

分
割
す
る
道
路
の
建
設
に
も

反
対
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
料
免

除
の
規
則
は
町
内
７
カ
所
の

児
童
ク
ラ
ブ
の
内
石
塚
開
放

学
級
、
常
北
小
児
童
ク
ラ
ブ

の
み
適
用
と
な
る
こ
と
も
理

解
し
が
た
い
。

　

最
後
に
、
特
定
空
き
家
補

助
金
交
付
に
つ
い
て
も
、
事

業
の
詳
細
が
決
ま
っ
て
い
な

い
の
に
予
算
計
上
な
ど
あ
り

得
な
い
。

反
対
討
論

猿
田　

正
純　

議
員

　

健
康
増
進
施
設
の
指
定
管

理
料
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
１
，
８
０
０
万

円
上
乗
せ
し
て
５
，
８
０
０

万
円
に
な
っ
た
。

　

今
年
度
か
ら
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
事
業
は
廃
止
に
な

り
、
施
設
の
事
業
は
縮
小
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
指

定
管
理
料
は
増
え
て
い
る
。

こ
れ
は
不
公
平
だ
。

　

さ
ら
に
、
お
ひ
さ
ま
ク
ラ

ブ
の
工
事
管
理
委
託
等
の
整

備
事
業
に
５
，
２
７
２
万
１

千
円
が
計
上
さ
れ
た
。
町
長

か
ら
は
、
児
童
を
旧
常
北
幼

稚
園
に
引
き
取
っ
た
当
時
、

一
切
議
会
に
説
明
が
な
か
っ

た
。
地
方
自
治
法
１
３
８
条

の
２
に
抵
触
す
る
。

　

財
政
は
健
全
化
と
い
う

が
、
実
質
単
年
度
収
支
は
４

年
連
続
マ
イ
ナ
ス
だ
。
こ
れ

は
赤
字
を
表
し
て
い
る
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

　

今
年
度
か
ら
国
保
税
の
賦

課
方
式
が
、
所
得
割
・
均
等

割
の
２
方
式
に
統
一
さ
れ

た
。
廃
止
さ
れ
た
平
等
割
の

金
額
３
万
円
分
は
町
の
財
源

で
調
整
し
た
。
町
民
の
負
担

軽
減
に
努
力
を
し
寄
与
し
た

こ
と
は
認
め
た
い
。

　

国
で
は
、
20
歳
未
満
の
子

ど
も
多
子
世
帯
に
負
担
軽
減

を
名
目
に
総
額
５
億
円
の
特

別
交
付
税
が
予
算
化
さ
れ

た
。
県
か
ら
の
按
分
さ
れ
た

２
３
２
万
７
千
円
は
見
直
し

の
み
で
、
各
自
治
体
へ
の
交

付
金
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

　

し
か
し
、５
億
６
，０
０
０

万
円
あ
る
国
民
健
康
保
険
支

払
準
備
基
金
を
活
用
し
給
付

す
る
こ
と
が
出
来
た
は
ず

だ
。
20
歳
未
満
３
１
５
人
分

の
予
算
措
置
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
。
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否
　
決

第２回臨時会で決まったこと

議
案
第
33
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
34
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
下
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

発
議
第
１
号

▽
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
を
断
固
非
難
す
る

決
議
に
つ
い
て

議
案
第
35
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
36
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
37
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
下
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

第
２
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
２
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
２
回
臨
時
会
が
５
月
17

日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
定
例
会
で
否
決
さ

れ
た
３
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、
全
て
に
お
い
て
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

可
　
決

否
　
決

発
　
　
議

可
　
決

当
初
予
算

可
　
決

令和４年度予算の詳細についてはＰ３
「令和４年度　予算の概要」をご覧下
さい。

　

令
和
４
年
度
水
道
事
業
会

計
予
算
は
、
あ
る
社
会
福
祉

法
人
へ
の
漏
水
に
お
け
る
返

還
金
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。
町
長
、
副
町
長
が
故
意

に
、
町
水
道
料
金
漏
水
認
定

減
免
基
準
を
改
正
し
、水
道
・

下
水
道
事
業
会
計
予
算
か
ら

合
計
３
７
７
万
円
を
返
還
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は

違
法
行
為
で
あ
る
。

　

町
民
の
漏
水
に
対
し
て
も

同
じ
対
応
を
す
る
な
ら
納
得

す
る
が
、
社
会
福
祉
法
人
だ

け
に
限
定
し
た
規
程
改
正
及

び
返
還
金
の
予
算
計
上
に
は

納
得
が
出
来
な
い
。

反
対
討
論

関　

誠
一
郎　

議
員

　

こ
の
規
程
改
正
に
つ
い

て
、
水
道
課
職
員
も
全
員
拒

否
し
た
事
実
が
あ
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
反
対
す

る
。

　

漏
水
の
水
道
料
金
を
め
ぐ

る
問
題
、
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ

建
設
事
業
が
削
除
さ
れ
た

が
、
こ
の
問
題
は
き
ち
ん
と

し
た
分
析
が
必
要
だ
。
全
く

非
公
開
の
ま
ま
内
内
で
処
理

し
よ
う
す
る
こ
と
が
不
満

だ
。
解
決
に
向
か
う
方
針
、

経
過
が
不
可
解
だ
。
再
び
こ

の
よ
う
な
事
例
を
起
こ
す
こ

と
が
な
い
よ
う
事
情
の
原

因
、
分
析
が
必
要
だ
。
取
り

下
げ
た
か
ら
ひ
と
段
落
と
は

な
ら
な
い
。
お
ひ
さ
ま
児
童

ク
ラ
ブ
は
断
念
し
た
と
の
確

証
が
な
い
。
財
政
調
整
基
金

等
の
基
金
は
町
民
の
暮
ら
し

を
応
援
す
る
も
の
、
高
す
ぎ

る
水
道
料
や
国
保
税
の
軽
減

策
に
費
や
す
べ
き
だ
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

傍聴者報告

■第１回定例会
（４月19日
　～28日まで）
　　合計75人

■第２回臨時会
（５月17日）
　　合計９人
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審議した議案と各議員の賛否

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、ーは欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

高
橋　

裕
子

金
長　

秀
範

綿
引　

静
男

飯
村　
　

栄

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

三
村　

孝
信

関　

誠
一
郎

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

阿
久
津
則
男

■第１回定例会（令和４年４月19日～28日）

承認第３号
専決処分第３号（城里町税条例等の
一部を改正する条例）の承認を求め
ることについて

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

承認第４号
専決処分第４号（城里町国民健康保
険税条例の一部を改正する条例）の
承認を求めることについて

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号
城里町特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例等の一部
を改正する条例について

11 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議案第28号
城里町特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例について

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号
令和４年度城里町一般会計予算につ
いて

6 7 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × × ○ ×

議案第30号
令和４年度城里町国民健康保険特別
会計予算について

11 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議案第31号
令和４年度城里町後期高齢者医療特
別会計予算について

11 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議案第32号
令和４年度城里町介護保険特別会計
予算について

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号
令和４年度城里町水道事業会計予算
について

6 7 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × × ○ ×

議案第34号
令和４年度城里町下水道事業会計予
算について

6 7 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × × ○ ×

発議第１号
ロシアのウクライナへの軍事侵攻を
断固非難する決議について

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■第２回臨時会（令和４年５月17日）

議案第35号
令和４年度城里町一般会計予算につ
いて

10 3 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ×
議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
な
い

議案第36号
令和４年度城里町水道事業会計予算
について

11 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議案第37号
令和４年度城里町下水道事業会計予
算について

11 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×
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10

町
政
を
問
う

一般質問
片　岡　藏　之　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11
１．施政方針について
２．本町の農産物について
　

関　　　誠一郎　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12
１．社会福祉法人の漏水経緯
２．介護保険事業（還付金）
３．訴訟等について町の対応は
　

藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13
１．おくやみ専用窓口の設置について	
２．補聴器購入に補助を
３．放課後児童デイサービスについて
　

猿　田　正　純　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14
１．消防団関係について
２．決算審査意見書の扱いは
３．都市計画について
　

桜　井　和　子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15
１．帯状疱疹の予防について
２．ゴミ袋の改善について
３．トイレの設置について
　

加藤木　　　直　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16
１．コロナ対策事業について
２．本町の財政について
３．七会光ファイバ網設備更新について
　

高　橋　裕　子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17
１．コロナウイルスへの対応について
２．野良猫について
　

綿　引　静　男　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
１．町の財政状況について

三　村　孝　信　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19
１．選挙・投票率について
２．開発公社・（株）桂ふるさと振興センター
　　（株）物産センター山桜について
３．施政方針について

今回９名が質問し、今回９名が質問し、
その要約を掲載しました。その要約を掲載しました。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードを
スマートフォンなどで読み込むと、一般質問
時の動画が視聴できます。

「町政を問う」の掲載「町政を問う」の掲載
記事は、質問者本人の記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。寄稿によるものです。
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片
かた　おか

岡　藏
く ら

之
ゆ き

　議員

《町　長》	 新型コロナウイルスワクチン
の接種率が県内上位

施政方針について

本
町
の
農
産
物
に
つ
い
て

《
町
長
》
農
業
公
社
設
立
に
む
け
て
検
討

片

岡　

コ
ロ
ナ
対
策

に
つ
い
て
、
町
長
の
所

見
は
。

町

長　

本
町
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
は
、
県
内
上
位

の
接
種
率
を
達
成
し
て

い
る
。
茨
城
県
内
で
は

唯
一
城
里
町
だ
け
が
、

１
月
31
日
ま
で
に
高
齢

者
福
祉
施
設
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
終
え
て
い

る
。

片

岡　

茨
城
県
中
央

地
域
連
携
中
枢
都
市
圏

と
い
う
、
水
戸
市
を
中

心
と
し
た
集
ま
り
が
あ

る
が
、
近
隣
自
治
体
、

常
陸
大
宮
市
、
那
珂

市
、
笠
間
市
等
に
は
公

共
交
通
機
関
が
な
く
な

っ
て
い
る
。

　

連
携
中
枢
都
市
圏
の

協
定
の
中
で
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
相
互
乗
り
入

れ
は
で
き
な
い
の
か
。

町
長
の
所
見
と
意
見

は
。

町

長　

他
市
町
村
へ

の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
乗

り
入
れ
に
つ
い
て
提
案

い
た
だ
い
た
が
、
今
後

利
用
さ
れ
る
方
々
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
デ

マ
ン
ド
交
通
の
町
外
運

行
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。

片

岡　

令
和
３
年
度

の
補
正
の
結
果
、
６
億

円
の
財
政
基
金
へ
の
積

立
て
を
行
え
た
と
あ
る

が
。

町

長　

令
和
４
年
３

月
の
見
込
み
段
階
で
、

基
金
、
い
わ
ゆ
る
貯
金

は
、
約
61
億
円
の
残
高

に
な
る
事
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

　

城
里
町
結
成
以
来
、

最
大
の
貯
金
・
基
金

の
残
高
に
な
っ
て
い
ま

す
。

片

岡　

町
長
が
考
え

る
理
想
的
な
本
町
の
財

政
規
模
は
。

町

長　

令
和
４
年
度

の
一
般
会
計
予
算
は

１
０
０
億
円
で
あ
る
。

毎
年
１
０
０
億
円
位
の

予
算
を
組
ん
で
も
、
急

に
財
政
が
悪
化
し
た
り

す
る
事
は
な
い
と
考
え

る
。

片

岡　

コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
本
町
の
農
産
物
、

一
番
問
題
な
の
は
お
米

だ
と
思
う
。
な
な
か
い

の
里
に
つ
い
て
質
問
す

る
。

町

長　

主
食
用
米
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
、
米
作

農
家
の
所
得
向
上
を
見

据
え
た
体
制
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

生
産
者
を
交
え
た
勉

強
会
な
ど
を
開
催
し

て
、
農
業
公
社
の
設
立

に
向
け
て
の
検
討
な
ど

も
し
て
い
き
た
い
。

こちらから
動画が視聴できます
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関
せき

　誠
せ い

一
い ち

郎
ろ う

　議員

《まちづくり戦略課長》	
　　要綱のただし書きにより交付した

社会福祉法人の漏水経緯

関
　

町
が
社
会
福

祉
法
人
の
漏
水
を
確
認

し
た
の
は
い
つ
か
。

水
道
課
長　

水
道
課
で

は
、
平
成
26
年
、
28

年
、
30
年
に
施
設
に
指

摘
し
、
令
和
３
年
に
施

設
側
か
ら
の
相
談
に
よ

っ
て
、
メ
ー
タ
ー
の
確

認
を
行
っ
た
。

関
　

な
ぜ
町
水
道

漏
水
認
定
減
免
基
準
を

改
正
し
た
の
か
。

副
町
長　

施
設
側
か
ら

報
告
が
あ
り
、
な
に
か

し
ら
の
対
応
が
出
来
れ

ば
と
い
う
思
い
で
改
正

し
た
。

関
　

な
ぜ
、
社
会

福
祉
法
人
だ
け
が
該
当

す
る
と
い
う
基
準
の
改

正
を
し
た
の
か
。
町
民

を
無
視
す
る
改
正
は
許

さ
な
い
。

副
町
長　

何
か
対
応
策

を
考
え
て
い
く
。

関
　

昨
年
、
こ
の

社
会
福
祉
法
人
は
、
中

小
企
業
等
固
定
費
応
援

給
付
金
で
４
０
０
万
円

を
受
給
し
た
。

　

こ
の
給
付
金
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
で
中
小
企
業

の
光
熱
水
費
を
支
援
す

る
も
の
だ
が
、
支
給
要

件
に
該
当
す
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

中
小

企
業
に
は
該
当
し
な
い

が
、
要
綱
の
「
町
長
が

特
に
必
要
と
認
め
る
場

合
に
限
り
」
と
い
う
た

だ
し
書
き
に
よ
り
交
付

し
た
。

関
　

要
綱
等
に
あ

る
「
町
長
が
認
め
る
も

の
に
つ
い
て
こ
の
限

り
で
は
な
い
」
の
要
件

は
、
町
長
が
認
め
れ
ば

全
て
が
通
っ
て
し
ま

う
。

　

削
除
す
べ
き
で
あ

る
。

関
　

介
護
保
険
料

は
死
亡
、
転
出
等
し
た

場
合
、
保
険
料
の
還
付

が
発
生
す
る
。
還
付
の

事
務
の
流
れ
は
。

長
寿
応
援
課
長　

死
亡

の
方
は
相
続
人
へ
、
転

出
の
時
は
還
付
申
請
の

手
続
き
で
対
応
し
て
い

る
。関

　

業
者
、
納
税

者
等
か
ら
訴
訟
等
の
問

題
が
起
き
て
い
る
が
、

税
務
課
、
下
水
道
課
、

町
民
課
で
該
当
は
あ
る

か
。

税
務
課
長　

無
い
。

下
水
道
課
長　

か
つ
ら

水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
の

水
害
復
旧
工
事
で
、
建

設
工
事
紛
争
審
査
会
で

審
査
中
で
あ
る
。

町
民
課
長　

訴
訟
等
の

問
題
は
あ
っ
た
が
、
原

告
が
取
り
下
げ
て
終
了

し
た
。

関
　

今
後
、
訴
訟

と
な
り
う
る
税
務
課
の

ゴ
ル
フ
場
の
過
誤
納
付

問
題
に
つ
い
て
、
町
の

早
急
な
対
応
を
求
め

る
。

介
護
保
険
事
業
（
還
付
金
）

《
町　

長
》
事
実
関
係
を
確
認
す
る

訴
訟
等
に
つ
い
て
町
の
対
応
は

《
下
水
道
課
長
》
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
で
審
議
中

関

　

過
年
度

３
６
１
件
、
現
年
度
28

件
の
還
付
金
が
滞
っ
て

い
る
。
な
ぜ
、
還
付
の

事
務
を
執
行
し
な
か
っ

た
の
か
。

　

こ
の
事
案
は
、
町
長

と
し
て
記
者
会
見
で
謝

罪
す
べ
き
と
思
う
が
。

町

長　

事
実
関
係
を

確
認
し
て
検
討
す
る
。

こちらから
動画が視聴できます
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藤
ふじ

咲
さ く

　芙
ふ

美
み

子
こ

　議員

《町　長》	 今年度、行財政改革懇談会
に諮っていきたい

おくやみ専用窓口の
設置について

藤

咲　

ご
遺
族
は
看

取
り
に
至
る
経
過
か
ら

そ
の
人
の
見
送
り
に
ふ

さ
わ
し
い
、
様
々
な
社

会
的
儀
式
を
考
え
執
り

行
っ
て
い
く
。
喪
失
感

と
疲
れ
の
中
に
あ
っ
て

も
、
役
所
の
手
続
き
は

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
残
さ
れ
た
遺
族
に

負
担
が
か
か
っ
て
い

る
。
遺
族
が
一
か
所
で

手
続
き
で
き
る
よ
う
専

用
窓
口
の
開
設
を
早
急

に
求
め
る
。

町
民
課
長　

県
内
先
行

事
例
で
あ
る
日
立
市
を

視
察
し
て
き
た
。

町

長　

今
年
度
、
行

財
政
改
革
懇
談
会
に
諮

る
会
議
費
用
を
計
上
し

て
い
る
。
懇
話
会
を
設

置
し
諮
問
す
る
。

藤

咲　

補
聴
器
購
入

に
対
し
補
助
制
度
の
創

設
を
求
め
る
。
高
齢
に

な
る
と
社
会
参
加
が
阻

害
さ
れ
る
。
難
聴
に
よ

り
認
知
症
に
な
る
人
が

増
え
て
い
る
。
補
聴
器

が
身
体
の
一
部
と
な
り

日
常
生
活
に
な
じ
む
ま

で
時
間
が
か
か
る
。
そ

の
人
の
耳
に
合
っ
た
補

聴
器
に
た
ど
り
着
く
ま

で
大
き
な
障
壁
が
あ

る
。
補
聴
器
は
高
額
で

あ
る
た
め
、
我
慢
し
て

し
ま
う
の
が
実
態
だ
。

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ

れ
、
い
つ
ま
で
も
健
康

で
い
き
い
き
過
ご
せ
る

よ
う
購
入
に
対
す
る
補

助
を
求
め
る
。

町

長　

老
人
性
難
聴

は
加
齢
以
外
に
特
別
な

原
因
が
な
い
こ
と
か

ら
、
根
本
的
な
治
療
法

が
な
い
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
補
聴
器
の
使
用

が
有
効
な
手
段
と
さ
れ

て
い
る
。

藤

咲　

50
万
円
も
か

か
る
補
聴
器
で
あ
る
。

財
政
調
整
基
金
の
活
用

も
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

町

長　

20
万
円
の
補

聴
器
に
、
１
万
円
の
補

助
で
負
担
軽
減
の
効
果

は
あ
る
の
か
。
上
限
を

引
き
上
げ
る
と
一
大
事

業
に
な
る
。
近
隣
の
動

向
を
見
極
め
検
討
す

る
。

藤

咲　

放
課
後
等
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
放
課
後
及
び
夏
休
み

や
冬
休
み
な
ど
に
、
生

活
能
力
向
上
の
た
め
、

訓
練
や
社
会
と
の
交
流

等
の
自
立
に
向
け
た
支

援
を
継
続
的
に
行
う
事

業
だ
。

　

こ
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
が
陥
っ
て

い
る
困
難
に
、
町
と
し

て
支
援
す
る
必
要
が
あ

る
。
医
療
機
関
と
の
連

携
・
協
定
が
取
り
に
く

い
の
が
現
状
だ
。
町
で

紹
介
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

町

長　

七
会
診
療
所

で
良
け
れ
ば
、
話
し
合

っ
て
み
る
。

藤

咲　

放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
、

公
民
館
の
使
用
料
を
無

料
に
出
来
な
い
か
。

　

ま
た
、
廃
校
の
体
育

館
な
ど
無
料
で
活
用
で

き
る
よ
う
望
む
。

町

長　

常
北
小
学
校

の
体
育
館
は
、
登
録
に

よ
っ
て
無
料
で
使
う
こ

と
が
で
き
る
制
度
が
あ

る
。

補
聴
器
購
入
に
補
助
を

《
町
長
》
近
隣
の
動
向
を
見
極
め
検
討
す
る

放
課
後
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

《
町
長
》
七
会
診
療
所
と
話
し
合
う

こちらから
動画が視聴できます
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猿
さる

田
た

　正
ま さ

純
ず み

　議員

《総務課長》	今後全団員にメール配信し、
サイレンを吹鳴する

消防団関係について

こちらから
動画が視聴できます

猿

田　

２
月
４
日
の

石
塚
地
区
建
物
火
災
の

際
に
「
石
塚
地
内
で
火

災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
安
全
な
場
所
に
避

難
し
て
下
さ
い
。」
と

放
送
が
あ
っ
た
が
、
ど

こ
が
火
事
で
、
ど
こ
が

安
全
な
の
か
わ
か
ら
な

い
。

　

通
報
ま
で
30
～
40
分

か
か
っ
て
い
る
事
や
、

サ
イ
レ
ン
が
鳴
ら
な
か

っ
た
事
に
も
、
多
く
の

町
民
が
不
信
感
を
抱
い

て
い
る
が
。

総
務
課
長　

今
後
、
防

災
行
政
無
線
で
サ
イ
レ

ン
の
吹
鳴
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
出
動
指
令

メ
ー
ル
を
、
全
消
防
団

員
に
配
信
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

猿

田　

４
月
７
日
夜

９
時
頃
の
増
井
の
住
宅

火
災
時
、
町
長
は
火
災

通
報
電
話
に
出
な
か
っ

た
。
職
員
は
深
夜
ま
で

一
生
懸
命
対
応
し
て
い

た
。
携
帯
を
枕
元
に
置

い
て
寝
て
い
る
と
言
っ

て
い
る
町
長
か
ら
の
返

信
は
無
い
。

　

町
長
は
、
消
防
団
の

幹
部
会
で
口
は
出
す
が

現
場
に
は
来
な
い
。
町

長
就
任
後
、
火
災
現
場

に
来
た
の
は
1
回
の

み
。

　

消
防
の
ト
ッ
プ
と
し

て
の
危
機
管
理
意
識
が

全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。

猿

田　

水
戸
市
で
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
24
時
間
対
応

の
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
導

入
し
た
と
こ
ろ
、
救
急

救
命
率
が
大
幅
に
上
が

っ
た
。

　

町
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
は

で
き
な
い
か
。

町

長　

コ
ン
ビ
ニ
の

方
々
が
研
修
を
受
け

て
、
迅
速
に
使
え
る
体

制
が
整
え
ば
進
め
た

い
。

猿

田　

国
道
１
２
３

号
線
宝
幢
院
坂
下
か
ら

石
塚
一
本
松
ま
で
バ
イ

パ
ス
の
説
明
会
は
30
年

前
に
さ
れ
て
い
る
が
、

一
向
に
進
ま
ず
話
も
出

な
い
。

　

町
が
決
め
た
計
画
道

路
の
予
定
に
掛
か
っ
て

い
る
地
権
者
は
、
宅
地

並
み
の
固
定
資
産
税
を

長
年
支
払
い
続
け
て
い

る
。
い
つ
出
来
る
か
わ

か
ら
な
い
計
画
に
今
後

も
支
払
い
続
け
る
こ
と

に
な
る
。
水
道
料
金
減

免
よ
り
、
こ
の
宅
地
並

み
固
定
資
産
税
の
減
免

が
優
先
と
思
う
が
。

町

長　

一
日
も
早
く

計
画
実
行
で
き
る
よ
う

に
町
と
し
て
も
働
き
か

け
を
強
め
た
い
。

猿

田　

昨
年
12
月
の

定
例
会
で
総
務
課
長

は
「
決
算
審
査
意
見
書

は
、
議
決
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。」
と
答
弁
し
た

が
、
今
後
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

審
査
資
料

の
位
置
づ
け
だ
が
、
正

し
い
決
算
、
す
べ
て
正

確
を
期
し
、
修
正
が
必

要
な
時
は
監
査
委
員
に

速
や
か
に
報
告
し
対
応

し
て
い
く
。

猿

田　

修
正
は
他
市

町
村
で
も
あ
る
が
、
監

査
委
員
に
報
告
し
、
議

会
に
も
報
告
し
、
承
認

を
も
ら
う
丁
寧
な
対
応

を
し
て
い
る
。

決
算
審
査
意
見
書
の
扱
い
は

《
総
務
課
長
》
今
後
は
正
確
を
期
し
、

速
や
か
に
監
査
委
員
に
報
告
す
る

都
市
計
画
に
つ
い
て

《
町
長
》
一
日
も
早
く
で
き
る
よ
う
働
き
か
け

を
強
め
た
い
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桜
さくら

井
い

　和
か ず

子
こ

　議員

《町　長》	 ワクチンの有効性の啓発周
知に努める

帯状疱疹の予防について

こちらから
動画が視聴できます

桜

井　

帯
状
疱
疹

は
、
子
供
の
時
感
染
し

た
水
ぼ
う
そ
う
の
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
で
、
50
歳

か
ら
80
歳
ま
で
に
約
３

人
に
１
人
は
発
症
す

る
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

は
、
日
本
の
厚
生
労
働

省
に
よ
り
２
０
１
６
年

に
50
歳
以
上
の
者
に
対

す
る
予
防
と
し
て
効
能

効
果
が
追
記
さ
れ
た

が
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

町

長　

米
国
の
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
臨
床

試
験
に
お
い
て
、
50
歳

か
ら
60
歳
の
７
割
で
発

症
予
防
効
果
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
接
種
か
ら

５
年
間
、
効
果
の
持
続

が
確
認
さ
れ
た
と
の
報

告
も
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
帯
状
疱
疹

予
防
は
有
効
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

桜

井　

帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
が
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
い
町
民
も
多
く

見
受
け
ら
れ
る
。
ワ
ク

チ
ン
の
周
知
と
接
種
の

推
進
は
な
さ
れ
て
い
る

か
。

町

長　

予
防
の
た
め

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有

効
性
に
つ
い
て
、
周
知

が
十
分
だ
と
は
言
え
な

い
。
今
後
、
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
に
つ
い
て
広

報
紙
等
で
啓
発
や
周
知

に
努
め
て
い
く
。

桜

井　

帯
状
疱
疹
の

発
症
率
は
60
歳
代
か
ら

80
歳
代
で
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
。
高
齢
に
な
っ
て

か
ら
の
痛
み
は
苦
痛
で

あ
る
上
、
接
種
費
用
は

生
ワ
ク
チ
ン
で
１
回

８
千
円
程
度
、
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
は
２
万
円
程

度
と
高
額
で
あ
る
。
町

民
の
健
康
を
守
る
た
め

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
助
成
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

町

長　

茨
城
県
で
助

成
し
て
い
る
市
町
村
は

な
い
が
、
世
の
中
の
動

向
も
踏
ま
え
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

桜

井　

現
在
の
燃
え

る
ゴ
ミ
の
指
定
袋
は
、

目
い
っ
ぱ
い
ゴ
ミ
を
入

れ
る
と
縦
に
破
け
て
し

ま
い
使
い
づ
ら
い
と
の

声
が
数
多
く
届
い
て
い

る
。
柔
ら
か
く
使
い
や

す
い
ゴ
ミ
袋
に
改
善
で

き
な
い
か
。

町

長　

来
年
度
以

降
、
近
隣
の
指
定
袋
の

材
質
を
調
査
し
対
応
し

て
い
く
。

桜

井　

ホ
ロ
ル
の
湯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
西

コ
ー
ス
に
は
ト
イ
レ
が

な
い
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
利

用
者
が
不
便
を
き
た
し

て
い
る
。

　

ト
イ
レ
の
設
置
は
で

き
な
い
か
。

町

長　

検
討
す
る
。

ゴ
ミ
袋
の
改
善
に
つ
い
て

《
町
長
》
近
隣
の
指
定
袋
の
材
質
を
調
査
す
る

ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て

《
町
長
》
検
討
す
る
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加
か

藤
と う

木
ぎ

　直
ただし

　議員

《農業政策課長》	消費が落ち込んだ農畜産物
の在庫を買い取った

コロナ対策事業について

こちらから
動画が視聴できます

加
藤
木　

コ
ロ
ナ
交
付

金
は
国
か
ら
の
補
助
率

が
１
０
０
％
と
聞
い
て

い
た
が
、
一
般
財
源
が

多
く
使
わ
れ
て
い
る
事

業
が
あ
る
の
は
な
ぜ

か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

交
付

金
は
使
い
切
る
こ
と
を

原
則
に
、
全
て
の
事
業

に
お
い
て
正
確
な
支
出

が
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
、
一
般
財
源
を
充
当

し
て
計
画
し
た
た
め
で

あ
る
。

加
藤
木　

農
畜
産
物
の

生
産
継
続
支
援
事
業
の

対
象
者
、
実
績
、
さ
ら

に
何
件
の
生
産
農
家
を

救
済
で
き
た
の
か
。

農
業
政
策
課
長　

農
畜

産
物
の
消
費
が
落
ち
込

ん
だ
た
め
、
在
庫
を
町

が
買
い
取
り
学
校
給
食

や
認
定
こ
ど
も
園
に
提

供
し
た
。
食
材
は
、
キ

ノ
コ
、
そ
ば
、
牛
肉
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
茶
の

５
品
目
で
あ
る
。

加
藤
木　

事
業
に
該
当

し
な
い
方
が
対
象
と
な

っ
て
い
る
様
だ
が
、
特

定
の
人
が
恩
恵
を
受
け

る
の
は
好
ま
し
く
な

い
。

　

元
気
ア
ッ
プ
振
興

券
、
経
済
効
果
に
つ
い

て
も
疑
問
だ
。
本
当
に

困
っ
て
い
る
人
に
支
援

す
べ
き
だ
。

加
藤
木　

福
祉
施
設
が

水
道
漏
水
を
町
か
ら
指

摘
さ
れ
た
が
確
認
せ
ず

水
道
料
を
払
い
続
け
、

施
設
側
が
漏
水
の
原
因

が
わ
か
っ
た
と
き
は
、

数
年
が
経
過
し
て
い

た
。

　

町
は
福
祉
施
設
が
中

小
企
業
に
当
た
ら
な
い

の
に
コ
ロ
ナ
対
策
の

「
中
小
企
業
固
定
費
応

援
給
付
金
」
を
、
２
回

支
給
し
た
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
の

減
免
規
程
を
変
更
し
、

通
常
一
か
月
分
の
減
免

を
十
二
か
月
に
す
る
規

程
の
変
更
を
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
民
に
対

す
る
背
任
行
為
で
は
な

い
か
。

町

長　

社
会
福
祉
法

人
か
ら
救
済
の
相
談
が

あ
っ
た
。
出
し
て
あ
げ

ら
れ
な
い
金
額
で
は
な

い
の
で
、
私
も
後
で
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
か
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
お
世
話

に
な
る
か
も
知
れ
な

い
。

　

助
け
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
経
営
を
安
定
さ
せ

友
好
的
な
関
係
を
築
く

事
は
重
要
な
事
だ
。

加
藤
木　

こ
の
様
な
事

が
、
正
当
化
さ
れ
た
ら

城
里
町
に
正
義
は
な

い
。職
員
の
皆
さ
ん
は
、

町
民
の
た
め
正
し
い
事

務
処
理
を
し
て
頂
き
た

い
。

加
藤
木　

昨
年
の
当
初

予
算
で
七
会
地
区
光
ケ

ー
ブ
ル
整
備
事
業
は
、

早
急
に
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
言
っ
て
い

た
が
、
今
年
の
３
月
に

な
っ
て
繰
越
明
許
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

二
十
年
前
の
導
入
は
、

住
民
の
安
全
と
生
活
を

守
る
た
め
の
大
義
が
あ

っ
た
。
今
後
は
経
費
の

か
か
ら
な
いW

i-Fi

に

移
行
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

当
時
、

国
の
交
付
を
受
け
整
備

し
た
。
当
時
の
施
策
と

し
て
は
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

加
藤
木　

当
時
は
画
期

的
で
良
か
っ
た
と
思
う

が
、
二
十
年
経
て
ば
時

代
が
変
わ
る
。
設
備
更

新
に
当
た
り
、
検
討

会
や
他
の
物
と
の
比

較
検
討
を
し
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

検
討

会
は
行
っ
て
い
な
い
。

他
の
業
者
の
参
入
が
難

し
い
た
め
、
現
業
者
と

安
価
に
で
き
る
か
の
検

討
を
し
た
。

加
藤
木　

ぜ
ひ
比
較
検

討
し
て
頂
き
た
い
。
私

は
、
で
き
な
い
理
由
は

聞
い
て
な
い
。
出
来
る

方
法
が
な
い
か
聞
い
て

い
る
。

七
会
地
区
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
更
新
に
つ
い
て

《
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長
》

比
較
検
討
は
し
て
い
な
い

【
そ
の
他
、
次
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
】

・
本
町
の
財
政
に
つ

い
て
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高
たか　はし

橋　裕
ゆ う

子
こ

　議員

《健康保険課長》	医師に出張をお願いするの
は難しい

コロナウイルスへの
対応について

こちらから
動画が視聴できます

高

橋　

町
で
検
査
か

ら
投
薬
ま
で
、
出
張
で

行
え
な
い
か
。

健
康
保
険
課
長　

投
薬

ま
で
の
時
間
が
か
か
り

大
変
な
思
い
を
し
て
い

る
方
の
お
話
を
耳
に
す

る
事
は
少
な
く
な
い
。

検
査
や
投
薬
に
は
医
師

の
指
示
が
必
要
と
な

り
、
町
か
ら
出
張
を
お

願
い
す
る
の
は
難
し
い

状
況
。

　

医
療
従
事
者
の
方
々

の
努
力
に
よ
り
、
診
察

は
以
前
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
対
応
が
出
来
て
い

る
。

高

橋　

隔
離
後
、
必

要
な
方
に
検
査
薬
を
提

供
す
る
事
は
可
能
か
。

健
康
保
険
課
長　

隔
離

後
の
出
勤
・
通
学
に
本

人
や
職
場
、
学
校
等
で

も
不
安
を
感
じ
る
方
は

少
な
か
ら
ず
い
る
と
考

え
る
が
、
解
除
は
、
医

療
、
保
健
関
係
者
に
よ

る
健
康
状
態
の
確
認
を

経
て
行
わ
れ
る
。
解
除

に
は
、
証
明
書
等
を
提

出
す
る
必
要
は
な
い
と

厚
生
労
働
省
か
ら
通
知

さ
れ
て
い
る
中
、
検
査

薬
配
布
は
、
通
知
を
否

定
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。

高

橋　

深
く
理
解

し
、
考
え
ら
れ
て
い
る

事
に
安
心
す
る
。
ま
た

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
多

く
の
職
員
が
週
末
も
協

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い

る
。

高

橋　

野
良
猫
被
害

の
話
を
耳
に
す
る
。
広

報
で
は
拝
見
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
町
の
対
応

を
伺
う
。

町
民
課
長　

ペ
ッ
ト
の

飼
い
方
に
関
す
る
啓
発

資
料
を
窓
口
に
配
置
し

て
お
り
、
ま
た
、
餌
付

け
等
の
連
絡
を
頂
い
た

際
は
、
事
実
確
認
を
行

い
、
現
場
で
の
直
接
指

導
し
、
再
発
防
止
対
策

を
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
広
報
へ
の
掲
載
回

数
を
増
や
す
こ
と
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
等
を

計
画
し
て
い
る
。

高

橋　

避
妊
手
術
補

助
金
の
利
用
率
、
ま
た

は
町
内
の
野
良
猫
全
頭

手
術
が
可
能
か
伺
う
。

町
民
課
長　

猫
の
避

妊
・
去
勢
手
術
に
つ
い

て
は
、
補
助
制
度
を
設

け
て
い
な
い
為
、
公
益

社
団
法
人
茨
城
県
獣
医

師
会
の
行
っ
て
い
る
補

助
制
度
を
案
内
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
令
和

三
年
度
は
、
四
件
の
利

用
実
績
が
あ
っ
た
。

高

橋　

ひ
か
れ
て
い

る
の
を
目
に
す
る
。
猫

は
家
の
中
で
飼
う
事
が

世
の
中
の
流
れ
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
町
民
の
皆

さ
ん
が
、
猫
は
家
の
中

で
飼
う
よ
う
な
意
識
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
う
。

野
良
猫
に
つ
い
て

《
町
民
課
長
》
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
回
数
を
増
や
し
た
い
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綿
わた ひ き

引　静
し ず

男
お

　議員

《町　長》	 財政は健全

町の財政状況について

綿

引　

町
長
の
就
任

以
来
、
城
里
町
は
歳
入

と
歳
出
の
総
額
及
び
主

な
項
目
の
金
額
は
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
き
た

か
。

　

そ
の
結
果
、
地
方
債

と
基
金
の
残
高
は
ど
の

よ
う
に
推
移
し
た
か
。

町

長　

町
の
一
般
会

計
予
算
は
１
０
０
億

円
、
特
別
会
計
を
含
め

る
と
１
８
０
億
円
程
度

で
推
移
。
う
ち
町
民
税

や
固
定
資
産
税
な
ど
の

基
本
的
な
税
収
は
20
億

円
、
地
方
交
付
税
は

38
億
円
。
令
和
３
年
度

末
見
込
み
で
、
地
方
債

残
高
は
２
２
１
億
円
、

基
金
は
60
億
円
。
こ
の

８
年
間
で
借
金
を
30
億

円
以
上
減
ら
し
、
貯
金

は
５
億
円
以
上
増
や
し

て
堅
実
な
財
政
運
営
を

行
い
、
着
実
に
将
来
に

対
す
る
負
担
を
減
ら
し

て
き
た
。

綿

引　

地
方
交
付

税
の
仕
組
み
と
見
通
し

は
。

町

長　

地
方
交
付
税

と
は
、
地
方
公
共
団
体

の
財
源
の
不
均
衡
を
調

整
し
、
ど
の
地
域
に
住

む
国
民
に
も
一
定
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
財
源
を
保
障

す
る
た
め
の
地
方
の
固

有
財
産
。
一
定
の
計
算

根
拠
に
基
づ
い
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
近
年
は
地
域
の

元
気
創
造
や
人
口
減
少

対
策
等
の
加
算
措
置
で

微
増
傾
向
に
あ
る
。

綿

引　

財
政
の
健
全

性
の
測
定
方
法
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。
ま
た
測
定
結
果
に

基
づ
い
て
、
町
の
財
政

は
「
道
の
駅
か
つ
ら
」

の
建
て
替
え
な
ど
の
大

型
公
共
事
業
を
行
う
体

力
を
有
す
る
の
か
。

町

長　

財
政
の
健
全

性
の
測
定
方
法
に
は
、

町
の
収
入
の
何
年
分
の

借
金
が
あ
る
か
を
計

算
し
た
「
将
来
負
担
比

率
」
が
あ
る
。
国
は
、

こ
の
比
率
が
３
５
０

％
（
町
の
収
入
の
3.5
年

分
の
借
金
）
を
超
え
る

と
、
財
政
の
建
て
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
城
里
町
は
合
併

後
は
１
３
０
％
ぐ
ら
い

あ
っ
た
が
、
８
年
前
は

90
％
、
現
在
は
59
％
に

な
り
、
財
政
が
健
全
化

し
て
き
た
こ
と
か
ら
大

型
事
業
を
行
う
体
力
を

有
す
る
。

　

道
の
駅
の
大
き
な
工

事
は
、
国
の
補
助
金
等

を
活
用
し
て
公
共
投
資

し
た
環
境
セ
ン
タ
ー
や

衛
生
セ
ン
タ
ー
の
36
億

円
よ
り
ず
っ
と
少
な
い

金
額
を
予
定
し
て
お

り
、
お
金
の
心
配
を
し

て
建
て
替
え
を
諦
め
る

必
要
は
な
い
。

綿

引　

私
の
手
元
に

あ
る
「
関
東
道
の
駅
ス

タ
ン
プ
ブ
ッ
ク
」
の
最

初
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
道
の
駅
か
つ
ら
」
に
、

早
く
ス
タ
ン
プ
が
押
せ

る
よ
う
心
待
ち
し
て
い

る
こ
と
を
、
最
後
に
皆

様
に
お
伝
え
す
る
。

こちらから
動画が視聴できます
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三
み

村
む ら

　孝
たか　のぶ

信　議員

《町　長》	 しっかりと検討したい

選挙・投票率について

こちらから
動画が視聴できます

三

村　

合
併
直
後

の
、
町
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
率
と
投
票
所
の

数
は
。

総
務
課
長　

74
・
34
％

で
、
常
北
12
、
桂
14
、

七
会
５
の
計
31
か
所
で

す
。

三

村　

そ
の
後
の
町

議
会
議
員
選
挙
の
投
票

率
の
推
移
は
。

総
務
課
長
　

直
近
の

３
回
は
、
61
・
60
％
、

59
・
65
％
、
55
・
81
％
、

低
下
傾
向
に
あ
る
。

三

村　

合
併
直
後
の

投
票
所
は
31
か
所
あ
っ

た
が
、
現
在
は
14
か
所

だ
。
七
会
地
区
は
５
か

所
か
ら
２
か
所
に
減
っ

て
い
る
。

　

今
後
高
齢
化
が
更
に

進
む
と
、
投
票
し
た
く

て
も
投
票
所
ま
で
行
け

な
い
人
が
多
数
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
投

票
所
を
増
や
す
考
え
は

な
い
の
か
。

町

長　

貴
重
な
提
言

だ
。
し
っ
か
り
と
検
討

し
た
い
。

三

村　

投
票
所
を
増

や
す
の
に
、
何
か
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
か
。

総
務
課
長　

投
票
所
を

増
や
せ
ば
投
票
率
ア
ッ

プ
に
な
る
と
思
う
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
職
員

の
配
置
が
問
題
に
な

る
。

三

村　

町
長
・
町
議

選
は
期
日
前
投
票
が
４

日
間
し
か
な
い
。
投
票

所
ま
で
行
け
な
い
有
権

者
に
は
役
場
か
ら
出
向

い
て
投
票
し
て
も
ら
う

よ
う
な
事
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

三

村　

公
社
が
行
っ

て
い
る
事
業
は
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

指
定

管
理
と
い
う
事
で
「
ホ

ロ
ル
の
湯
」「
藤
井
川

ふ
れ
あ
い
の
里
」「
グ

リ
ー
ン
桂
う
ぐ
い
す
の

里
」
と
「
七
会
町
民
セ

ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

関
係
」
が
あ
る
。

三

村　
「
う
ぐ
い
す

の
里
」
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
の
一
般
質
問
に

お
い
て
、
約
８
０
０
万

の
経
費
に
対
し
て
収
入

が
40
万
円
前
後
だ
と
い

う
事
で
、
事
業
の
継
続

は
困
難
だ
と
指
摘
し
た

が
、
見
直
し
を
し
た
の

か
。

町

長　

な
か
な
か
収

益
が
上
が
っ
て
な
い
こ

と
に
つ
い
て
申
し
訳
な

く
思
う
。
昨
年
度
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

実
施
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
テ
ン
ト
を
張
る
「
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
」
が
好
評

だ
っ
た
の
で
、
一
年
を

通
し
た
使
用
を
提
案
し

て
い
き
た
い
。

三

村　

そ
の
他
の
施

設
で
も
、
無
駄
は
無
い

の
か
、
費
用
対
効
果
の

薄
い
事
業
が
無
い
か
精

査
し
て
欲
し
い
。

開
発
公
社
・
㈱
桂
ふ
る
さ
と
振
興
セ
ン
タ
ー
・
㈱
物
産
セ
ン
タ
ー
山
桜
に
つ
い
て

《
町
長
》
う
ぐ
い
す
の
里
で

一
年
を
通
し
た
「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
を
提
案
し
た
い

【
そ
の
他
、
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
】

・
施
政
方
針
に
つ
い
て
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追跡調査・編集後記

　

緊
張
で
迎
え
た
高
校
受
験
、
昼

休
み
に
開
け
た
お
弁
当
に
母
か
ら

の
手
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。「
大

丈
夫
。
頑
張
れ
。」
こ
の
６
文
字
が

私
の
心
を
軽
く
し
て
く
れ
た
と
の

20
歳
大
学
生
の
記
事
を
読
み
、
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
と
同
時
に
、
私

は
今
ま
で
自
分
の
縁
す
る
人
が
困

っ
て
い
た
時
や
、
悩
ん
で
い
た
時

心
を
軽
く
す
る
真
心
か
ら
の
一
言

を
、
か
け
る
事
が
で
き
た
だ
ろ
う

か
と
思
い
返
し
た
。

　

今
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

不
安
や
孤
独
を
感
じ
て
い
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ

の
心
に
寄
り
添
え
る
自
分
で
あ
り

た
い
。

　

２
月
に
町
議
会
議
員
選
挙
が
あ

り
、
新
し
い
広
報
委
員
で
の
議
会

だ
よ
り
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
議
会

だ
よ
り
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。桜　

井　

和　

子　

記

議
会
広
報
委
員
会

委　
員　
長　

桜　

井　

和　

子

副
委
員
長　

藤　

咲　

芙
美
子

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

栄

綿　

引　

静　

男

金　

長　

秀　

範

高　

橋　

裕　

子

令
和
４
年
６
月
発
行
　
城
里
町
議
会
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

相談窓口として、衛生管理委員会を
設置している

職場の労働環境（パワハラ・セクハラ）
について	 （令和３年12月）

総務課内において相談体制を整備

パワハラ等を訴えた職員を調べることはし
ないが、調べなかったらそれが事実になっ
てしまう。

町長からパワハラ・セクハラを受けたと役
場内の声を聞くが、町長から独立した相談
窓口を作るべき。

ハラスメント防止の要綱を定め、人事担当
課において①苦情相談を受ける職員（相談
員）を置き②苦情相談を受ける日時、場所
を指定する等必要な体制を整備している。
相談員は、総務課長、補佐、人事担当職員
を相談員として配置し、相談を希望する職
員の意向を踏まえ対応を行っている。

近隣の自治体等の動向を見極め、
検討していきたい

補聴器補助について
（令和４年４月）

来年度の予算計上を目指したい

県内では44市町村のうち、古河市のみ１人１
回１万円を補助している。

令和３年３月にも補聴器補助を求める質問
をしたが、その後どのように検討したのか。

他市町村の動向を調べて、申請方法、補助
人数等検討する。

補聴器
赤が右耳
青が左耳


